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高分子固体材料の表面や界面ではさまざ
まな特性や機能が発現する。バルク特性
を変化させることなく、必要な表面・界
面特性や機能を材料に付与するため、古
くから表面・界面の改質・制御技術が発展
してきた。優れた表面・界面の改質・制御
技術は、既存材料の有効活用、再利用・
再資源化過程の効率化、高機能材料の開
発など、近年私たちが抱えるさまざまな
社会的要請に貢献することが期待される。
本特集では、自己組織化を利用した表面・
界面改質法の開発や、固体や微粒子など
の表面の化学構造制御に基づく機能開拓、
さらには高分子と接する環境改質など、
高分子材料の表面・界面制御に関する最
近の展開や新しい取り組みについて紹介
いただく。
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